
554
0 0 0 809

2,247
15,625

0

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象  

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,44701

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

一般会計

政策的経費事業  

265,639

698 19,651

文化活動推進費

０１０２０１１２

彫刻のあるまちづくり推進事業費

彫刻のあるまちづくり推進事業費

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業

15,759

15,7592,801 19,651 18,560

1,146,365

1,146,365

1,146,365

1,132,686

1,125,822

15,625

1,696,118 1,125,822

非主要

-548,512

1,132,686 -548,512

18,560

 連結区分３  

事業区分３

2,801
19-01-01-03-07/0113300000/0505

84.4

618

1,600 1,600 1,600

158 133 524 457

国庫支出金 県支出金

38 410

0.0
0

構成比(%)
2,126

0 0

11.4 0.0
0

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
2,126本年度予算額

増減額

令和 ７年度 当 初 予 算

010

001

2,801

698

02

01

事業性質区分 主体区分  対象重点ヒアリング 連結区分１

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

 

 12

総務費

総務管理費 276,447

1,110,281

013 265,639 1,681,198 1,110,281

1,681,198

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源

２－３－１

地方債 使用料・手数料
計

0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

1.2
2.5

8.6

3.3

0.0
255

84.2 4.4

査定額 増減額

13,378
18,560
15,759
100.0

構成比(%)

ふるさと基金繰入金

歳入科目款-細々節/所属/編成区分

15-02-01-01-14/0123300000/0505 2,126
文化芸術振興費補助金（補助率１／２）

名　　　　　　　称
充 当 額

 17,751

501 493 620 619

0

節

126
0 1,765 16,289 15,656

228 -182
324

13,891

07
10
11
12
14

委託料                           
工事請負費                         

節　　　　　名
報償費                           
需用費                           
役務費                           

0

（単位：千円）

-1-

令和 7年 2月12日

計



-2-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01

事業１

　　　　・内　　容　彫刻のあるまちづくり事業の市民理解を深めるとともに、野外彫刻の適切な維持管理に努める。
　　　　・目　　的　本市の文化芸術の振興
　　　　・ＳＤＧｓ　17　パートナーシップで目標を達成しよう

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]　
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：
　　　・令和5年度決算 　 事業費（進捗率）：　   698千円（　　）

　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：　18,560千円（　　）
　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　　　千円（　　）

               ・秦野丹沢野外彫刻展推進懇話会の開催
　　　　　　　 ・秦野丹沢野外彫刻展（マケット展（審査））の開催

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
 　 ・令和5年度・彫刻点検委託の実施
　　　　　　　 ・彫刻修繕の実施
　　　　　　　 ・彫刻損害保険の加入

    ・令和6年度・彫刻修繕の実施
　　　　　　　 ・彫刻損害保険の加入
　　　　　　　 ・野外彫刻アートウォーキングの開催

　　　　　　　 ・野外彫刻アートウォーキングの開催

　　　・令和6年度予算　  事業費（進捗率）：　 2,801千円（　　）

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　該当なし
　　　　・計　　画　該当なし　　

（2） 効果・目標値
　　　　・効　　果　野外彫刻の設置による文化芸術の振興、彫刻の長寿命化
　　　　・目 標 値　該当なし

彫刻のあるまちづくり推進事業費

文化振興課

12

所属

013

彫刻のあるまちづくり推進事業費事業２

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３

４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]
    野外彫刻のメンテナンスのほか、ボランティアである彫刻愛し隊の協力を得て日常的な点検を行い、彫刻の長寿命化を図っ

款

目

010

02

001

　　　　　　　 ・彫刻絵画展の開催



01

013

彫刻のあるまちづくり推進事業費

-3-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

　ulpture　Award」を開催する。新たな野外彫刻を設置し、彫刻のあるまちを謳っている本市を市内外にPRするとともに、来訪
  者が写真を撮りたくなるスポットを創出する。
　　また、彫刻のあるまちづくり事業の市民理解を深めるとともに、野外彫刻の適切な維持管理に努める。

　ている。

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]
    表丹沢において、にぎわいの創出と観光客誘致を図るため、市制施行70周年を記念して、秦野丹沢野外彫刻展「OMOTAN　Sc

　う整備し、表丹沢の魅力の向上に努めるとともに、観光客誘致を図る。

（1） 増減理由
      新たに開催する秦野丹沢野外彫刻展に伴う経費の増による増額
（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）
      該当なし

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
 　 今後も継続して野外彫刻の維持管理、市民啓発に努める。また、新たに設置する野外彫刻がインスタ映えスポットとなるよ

　　　該当なし

８　その他
（1） 市制施行70周年を契機とした取組
　　　　・予算計上額（うち一般財源）　17，592千円（15，466千円）

　　　該当なし

（3） 自然災害対策への取組

　　　　・内　容　表丹沢において、にぎわいの創出と観光客誘致を図るため、秦野丹沢野外彫刻展を開催する。

     

　　　・野外彫刻アートウォーキングの開催
　　　・彫刻＆まち巡りデジタルスタンプラリーの開催

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]

 　　 ・秦野丹沢野外彫刻展（マケット展（一般公開））の開催
　　　・秦野丹沢野外彫刻展で入賞した作品２基の実物制作・設置
　　　・彫刻修繕の実施
　　　・彫刻損害保険の加入

事業３彫刻のあるまちづくり推進事業費

文化振興課

12

所属

事業２

事業１

項

001

（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

　　　該当なし

款

目

010

02

（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組



（単位：千円）

-8-

令和 7年 2月12日

計

節　　　　　名
委託料                           12

節
620 0

 620

歳入科目款-細々節/所属/編成区分

19-01-01-03-07/0113300000/0505 620
ふるさと基金繰入金

名　　　　　　　称
充 当 額

0.0

査定額 増減額

620
620

0
100.0

構成比(%)

0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

100.0

0.0
-620

100.0

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源

２－３－１

地方債 使用料・手数料
計

12

総務費

総務管理費 276,447

1,110,281

013 265,639 1,681,198 1,110,281

1,681,198

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

10 その他　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

事業性質区分 主体区分 市 重点ヒアリング 連結区分１

令和 ７年度 当 初 予 算

020

001

620

620

02

01

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
0本年度予算額

増減額
構成比(%)

0

0 0

0.0 0.0
0

国庫支出金 県支出金

620 620

0.0
0

620

620

 連結区分３  

事業区分３

1,696,118 1,125,822

非主要

-548,512

1,132,686 -548,512

620

620 620 620

1,146,365

1,146,365

1,146,365

1,132,686

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業

0

0

一般会計

政策的経費事業  

265,639

620 620

文化活動推進費

０１０２０１１２

文化祭開催経費

文化祭開催経費

1,125,82201

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象ソフト事業継続

620
0 0 0 0

0
620

0



　　ことにより文化芸術の向上を図るとともに、より多くの市民が鑑賞できる機会を提供した。また、クアーズテック秦野カ

　の開催が必要となる。

款

目

020

02

001

　　また、活動の拠点であるクアーズテック秦野カルチャーホールが改修工事により休館となっており、引き続き代替会場で

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３文化祭開催経費

文化振興課

12

所属

013

文化祭開催経費事業２

　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　　 620千円（　　）

　　　　・目 標 値　該当なし

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　該当なし

　　　　・ＳＤＧｓ　17　パートナーシップで目標を達成しよう

　　伝統的芸能・生活文化の担い手が少なくなる中、文化祭の開催を通じて市民の鑑賞機会を確保し、芸能文化の意義を市民
　に伝えていくことは重要であり、事業を継続する必要がある。

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
　　・令和5年度 9月から12月に掛けて、秦野市文化団体協議会に加盟している団体を主管として各部門の発表や展示を行う
　　ことにより文化芸術の向上を図るとともに、より多くの市民が鑑賞できる機会を提供した。

　　ルチャーホール（文化会館）の休館により、保健福祉センター等を使用して開催した。

４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]

　　・令和6年度　9月から11月に掛けて、秦野市文化団体協議会に加盟している団体を主管として各部門の発表や展示を行う

（2） 効果・目標値
　　　　・効　　果　伝統的芸能、生活文化が継承され、市民の鑑賞機会が確保される。

　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　　　千円（　　）

　　　　・計　　画　秦野市総合計画、秦野市生涯学習推進計画

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：

　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）：　　 620千円（　　）
　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：　   620千円（　　）

　　　　・内　　容　秦野市文化団体協議会に加盟している団体を主管として各部門の発表や展示を行うことにより文化芸術
　　　　　　　　　の向上を図るとともに、より多くの市民が鑑賞できる機会を提供する。
　　　　・目　　的　市民文化の向上と振興を図るため、文化・芸術活動の発表、展示及び鑑賞の機会を提供する。

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]　
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標

-9-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01

事業１



款

目

020

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３文化祭開催経費

文化振興課

12

所属

事業２

（3） 自然災害対策への取組

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
　　主管する文化団体協議会と協働し、工夫改善しながら実施していく。

８　その他

（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）
      文化祭実施事業数：R4＝14、R5＝14、R6＝12

　　　該当なし

（1） 市制施行70周年を契機とした取組
　　　該当なし
（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組
　　　該当なし

　　　該当なし
（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）

事業１

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]
（1） 増減理由
　　　増減なし　　　

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]
　　9月から11月に掛けて、秦野市文化団体協議会に加盟している団体を主管として各部門の発表や展示を継続して開催する
　ことにより、文化芸術の向上を図るとともに、より多くの市民が鑑賞できる機会を提供する。

013

文化祭開催経費

-10-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01



（単位：千円）

-12-

令和 7年 2月12日

計

150

節　　　　　名
報償費                           
需用費                           
役務費                           
委託料                           
使用料及び賃借料                      

07
10
11
12
13

節

0
433 4,940 4,358 3,691

173 7
4

-1,249

0

5 6 7 6

150

歳入科目款-細々節/所属/編成区分
名　　　　　　　称

充 当 額

100.0

査定額 増減額

0
4,195

-1,238
100.0

構成比(%)

0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

4.1
4.2

3.6

0.1

0.0
-1,238

0.0

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源

２－３－１

地方債 使用料・手数料
計

12

総務費

総務管理費 276,447

1,110,281

013 265,639 1,681,198 1,110,281

1,681,198

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

10 その他　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

事業性質区分 主体区分 市 重点ヒアリング 連結区分１

令和 ７年度 当 初 予 算

030

001

5,433

837

02

01

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
0本年度予算額

増減額
構成比(%)

0

0 0

0.0 0.0
0

139 171 177 175

国庫支出金 県支出金

109 166

0.0
0

187

150 150 0
88.0

5,433

 連結区分３  

事業区分３

1,696,118 1,125,822

非主要

-548,512

1,132,686 -548,512

4,195

5,433 4,879 4,195

1,146,365

1,146,365

1,146,365

1,132,686

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業

-1,238

-1,238

一般会計

政策的経費事業  

265,639

837 4,879

文化活動推進費

０１０２０１１２

市展、子どもの市展開催経費

市展、子どもの市展開催経費

1,125,82201

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象ソフト事業継続

5,433
0 0 0 4,195

0
0

0



　　　　　　　　度に限り美術の部及び写真の部に震生湖誕生100年記念賞を設けた。

　　・「市展」は各分野とも質の高い作品が出品され、創作活動の発表の場を確保することで市民の創作意欲を高めるとと
　　もに、市民が芸術作品に広く触れられるようにすることができた。

款

目

030

02

001

４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３市展、子どもの市展開催経費

文化振興課

12

所属

013

市展、子どもの市展開催経費事業２

　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：

　　　　　　　　　る。
　　　　・目 標 値　市展3部門（美術・書道・写真）の来場者数（年間）　3,500人（令和7年度）

（3） 根拠法令・計画等

　　　　・ＳＤＧｓ　17　パートナーシップで目標を達成しよう

　　　　　　　　クス体育館はだの（総合体育館）、子どもの市展は本町公民館で開催した。

　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　 　　千円（　　）

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
　　・令和5年度　市展：美術・写真・書道の3部門の公募展を実施した。

　　・令和6年度　市展：美術・写真・書道の3部門の公募展を実施した。
　　　　　　　　 子どもの市展：小・中学生対象に美術・写真・書道・報徳の4部門の公募展を実施した。
　　　　　　　　 なお、クアーズテック秦野カルチャーホール（文化会館）の改修工事に伴う休館により、市展はメタッ

　　　　　　　　 子どもの市展：小・中学生対象に美術、写真、書道、報徳の4部門の公募展を実施した。また、令和5年

（2） 効果・目標値
　　　　・効　　果　より多くの市民が文化芸術の創作活動に携われるようにするとともに、創作作品を鑑賞できる機会をつく

　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：  4,195千円（　　）

　　　　・根拠法令　該当なし
　　　　・計　　画　秦野市総合計画、秦野市生涯学習推進計画

２　全体計画[Ｐ]

　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　　837千円（　　）
　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）：　5,433千円（　　）

　　　　・内　　容　美術・写真・書道の3部門の公募作品を展示する「市展」と、美術・写真・書道・報徳の4部門で小・中学
　　　　　　　　　生を対象とした「子どもの市展」を開催する。
　　　　・目　　的　市民の文化芸術活動の向上を図るとともに、将来の市民文化芸術活動の担い手を育成する。

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]　
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標

-13-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01

事業１



（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）

款

目

030

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３市展、子どもの市展開催経費

文化振興課

12

所属

事業２

　　　次世代枠の応募促進のため報償費を増額したが、会場設営委託料の減額により事業費全体では減額となった。
　　　　
（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）
　　　参考見積による

　　・子どもの市展：小・中学生を対象に、美術・写真・書道・報徳の4部門の第43回公募展を本町公民館で開催する。

　　　　・内　容　第55回秦野市展において、市制施行７０周年記念賞を設置する
（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組
　　　該当なし
（3） 自然災害対策への取組

　　　該当なし

　　　該当なし

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]
（1） 増減理由

　　　　・予算計上額（うち一般財源）　　　　12千円（12千円）

     
７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
　　各主管団体等と連携を図りながら、出展者、来場者を増やすため周知方法を検討するとともに、市展・子どもの市展を
　通じて文化芸術活動の担い手を育成していく。

８　その他
（1） 市制施行70周年を契機とした取組

事業１

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]
　　・市展：美術・写真・書道の3部門合同で、第55回公募展をメタックス体育館はだの（総合体育館）メインアリーナを
　　会場に開催する。

　　・「子どもの市展」は、多数の子どもたちの創作意欲、芸術感性を高める機会をつくることができた。
　　・令和7年度においても、展示会場であるクアーズテック秦野カルチャーホールが改修工事に伴う休館となっており、
　　代替会場で開催する必要がある。

013

市展、子どもの市展開催経費

-14-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01



（単位：千円）

-18-

令和 7年 2月12日

計

節　　　　　名
負担金、補助及び交付金                   18

節
100 -8

0

歳入科目款-細々節/所属/編成区分
名　　　　　　　称

充 当 額

100.0

査定額 増減額

0
100
-8

100.0

構成比(%)

0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

100.0

0.0
-8

0.0

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源
地方債 使用料・手数料

計

12

総務費

総務管理費 276,447

1,110,281

013 265,639 1,681,198 1,110,281

1,681,198

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

10 その他　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

事業性質区分 主体区分 市 重点ヒアリング 連結区分１

令和 ７年度 当 初 予 算

040

001

108

108

02

01

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
0本年度予算額

増減額
構成比(%)

0

0 0

0.0 0.0
0

国庫支出金 県支出金

108 108

0.0
0

100

108

 連結区分３  

事業区分３

1,696,118 1,125,822

非主要

-548,512

1,132,686 -548,512

100

108 100 100

1,146,365

1,146,365

1,146,365

1,132,686

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業

-8

-8

一般会計

政策的経費事業  

265,639

108 100

文化活動推進費

０１０２０１１２

文化団体協議会補助金

文化団体協議会補助金

1,125,82201

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象ソフト事業継続

108
0 0 0 100

0
0

0



４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]

（1） 増減理由
　　　補助金額の減額

款

目

040

02

001

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３文化団体協議会補助金

文化振興課

12

所属

013

文化団体協議会補助金事業２

　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　　108千円（　　）

　　　　・目 標 値　該当なし

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　該当なし

　　　　・ＳＤＧｓ　17　パートナーシップで目標を達成しよう

　　文化団体協議会の文化振興大会及び視察研修事業を補助支援する。

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
　　・令和5年度　文化団体協議会の文化振興大会及び視察研修事業を補助支援した。
　　・令和6年度　文化団体協議会の文化振興大会及び視察研修事業を補助支援した。

　　文化団体協議会による多彩な分野の文化芸術発表会を支援し、多くの市民が鑑賞できる機会をつくることができた。

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]

（2） 効果・目標値
　　　　・効　　果　文化団体活動の活性化

　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　　 千円（　　）

　　　　・計　　画　該当なし

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：

　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）：　　108千円（　　）
　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：　　100千円（　　）

　　　　・内　　容　市内で活動する文化団体協議会の活性化を図り、市民文化活動を推進するため、団体が実施する文化振
　　　　　　　　　興大会及び会員視察研修に係る事業経費に対し、その一部を補助する。
　　　　・目　　的　文化団体の相互連携による文化芸術活動の振興を図る。

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標

-19-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01

事業１



款

目

040

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３文化団体協議会補助金

文化振興課

12

所属

事業２

　　　該当なし
（3） 自然災害対策への取組
　　　該当なし
（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）

８　その他
（1） 市制施行70周年を契機とした取組
　　　該当なし
（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組

　　　該当なし

事業１

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
　　文化団体協議会の文化振興大会や視察研修事業を補助支援する。

（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）
 　　 加盟団体数：R4年　16団体、R5年　16団体、R6年　14団体
　

013

文化団体協議会補助金

-20-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01



（単位：千円）

-22-

令和 7年 2月12日

計

1,471,886 769,386 870,969 -600,917
0 0 2,339 2,339

230,588
11,953
1,848

節　　　　　名
報酬                            
旅費                            
需用費                           

17

役務費                           
委託料                           
工事請負費                         
備品購入費                         

01
08
10
11
12
14

節

5,834
164 169 274 274

80 40
6

105

 785,871

115 20 10,000 5,854

174,933

文化会館管理運営費補助金
776,000

歳入科目款-細々節/所属/編成区分

15-02-08-01-01/0110250000/0505 50
新しい地方経済・生活環境創生交付金（交付率１／２）

名　　　　　　　称
充 当 額

26.5

査定額 増減額

0
1,068,888
-578,166

100.0

構成比(%)

0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

0.0
0.0

17.7

0.6

0.0
29,963

0.0

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源

２－３－１

地方債 使用料・手数料
計

12

総務費

総務管理費 276,447

1,110,281

013 265,639 1,681,198 1,110,281

1,681,198

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

事業性質区分 主体区分   重点ヒアリング 連結区分１

令和 ７年度 当 初 予 算

050

001

1,647,054

244,713

02

01

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
50本年度予算額

増減額
構成比(%)

50

0 0

0.0 0.9
9,821

6 6 12 12

国庫支出金 県支出金

40 40

72.6
-618,000

80

253,778 189,360 14,427
0.0

1,647,054

81.5
0.2

16-02-07-01-07/0110250000/0505

22-01-01-01-08/0110250000/0505
文化会館施設改修事業債

 連結区分３  

事業区分３

9,821

1,696,118 1,125,822

非主要

-548,512

1,132,686 -548,512

1,068,888

1,647,054 1,033,530 1,068,888

1,146,365

1,146,365

1,146,365

1,132,686

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業

-578,166

-578,166

一般会計

政策的経費事業  

265,639

244,713 1,033,530

文化活動推進費

０１０２０１１２

クアーズテック秦野カルチャーホール（文化会館）管理運営費

クアーズテック秦野カルチャーホール（文化会館）管理運営費

1,125,82201

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象  

253,054
9,821 776,000 0 283,017

0
0

1,394,000



　　　　　　　　 指定管理制度導入1年目の評価をするため、文化会館指定管理者選定評価委員会を開催し外部評価を行った。 

 (1)　令和5年度の施設利用者数は約94,000人だった。新型感染症の影響が残っているが、指定管理者選定評価委員会からの指
　　摘や、指定管理者のノウハウを活かした事業実施が必要。

款

目

050

02

001

４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３クアーズテック秦野カルチャーホール（文化会館）管理運営費

文化振興課

12

所属

013

クアーズテック秦野カルチャーホール（文化会館）管理運営費事業２

　　　

　　　　・目標値　文化会館の入場者数、施設利用者数（年間）　200,000人（令和7年度）

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　秦野市文化会館条例

　　　　　　　　　　11　住み続けられるまちづくりを

　　　　　　　　 指定管理制度導入2年目の評価をするため、文化会館指定管理者選定評価委員会を開催し外部評価を行った。 

　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　  　　千円（　　）

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
　　・令和5年度　指定管理制度への移行2年目となり、指定管理者と連携して文化会館を管理運営した。

　　・令和6年度　指定管理制度への移行3年目となり、指定管理者と連携して文化会館を管理運営した。
　　　　　　　 　また、特定天井改修工事に係る入札を執行したが、２度の不成立により、工法変更を行い、新たな工法での
　　　　　　　　 実施設計委託業務を実施した。

　　　　　　　 　また、特定天井改修工事に向けた実施設計委託業務を実施した。

（2） 効果・目標値
　　　　・効　果　安全かつ計画的な利用環境の提供

　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）： 1,068,888千円（　　）

　　　　・計　　画　秦野市総合計画

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：

　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：   244,713千円（　　）
　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）： 1,647,054千円（　　）

　　　　・内　　容　文化会館の管理運営に必要な経費
　　　　・目　　的　施設の安全確保、機能維持を図る
　　　　・ＳＤＧｓ　４　質の高い教育をみんなに

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標
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当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01

事業１



款

目

050

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３クアーズテック秦野カルチャーホール（文化会館）管理運営費

文化振興課

12

所属

事業２

（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組

      該当なし

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
　　突発的な休館や利用停止が生じないよう、指定管理者と連携して適切に管理運営を行う。

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]
（1） 増減理由

（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）
　　　指定管理制度の実施

　　　特定天井改修等工事の工法変更に伴う工事費の減額
（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）

　　　該当なし　　　　

８　その他
（1） 市制施行70周年を契機とした取組
　　　該当なし　　　

　　　該当なし
（3） 自然災害対策への取組

事業１

　　特定天井等の大規模改修を実施する。
　　設備の老朽化に伴う改修・更新工事を実施する。

 (2)　総合計画に位置づけられた文化会館の大規模改修は、安全な利用環境を確保するため、早期に実施する必要がある。

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]
　　指定管理者と連携して文化会館を管理運営する。

013

クアーズテック秦野カルチャーホール（文化会館）管理運営費

-24-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01



（単位：千円）

-28-

令和 7年 2月12日

計

0.08 8 8 0
0 19,000 15,200 15,200

11,493 15,186 10,451 -1,042
1,723 1,746 1,722 -1

115
8,011
1,716

0
0

節　　　　　名
報酬                            
報償費                           
旅費                            

負担金、補助及び交付金                   

13
14

需用費                           
役務費                           
委託料                           
使用料及び賃借料                      

01
07
08
10
11
12

工事請負費                         
18

節

43
1,214 2,234 2,937 2,289

6,025 882
0

55

 15,149

308 350 407 393

137

市民ギャラリー使用料
4

歳入科目款-細々節/所属/編成区分

14-01-01-01-10/0123300000/0505 489
宮永岳彦作品常設展示室観覧料

名　　　　　　　称
充 当 額

58.3

査定額 増減額

41
36,325
15,129
100.0

構成比(%)

119

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

16.6
0.3

0.4

1.1

3.3
1,365

1.0

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源

２－３－１

地方債 使用料・手数料
計

12

総務費

総務管理費 276,447

1,110,281

013 265,639 1,681,198 1,110,281

1,681,198

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

10 その他　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

事業性質区分 主体区分 市 重点ヒアリング 連結区分１

令和 ７年度 当 初 予 算

060

001

21,196

16,064

02

01

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

1,070
4本年度予算額

増減額
構成比(%)

4

0 0

0.0 0.0
0

152 108 122 108

国庫支出金 県支出金

4,549 5,143

37.4
13,600

13,600

6,150
421-04-03-02-46/0123300000/0505

130 129 -8
6.3

美術館自主事業参加者負担金
22-01-01-01-16/0110250000/0505

21,196

28.8
4.7

41.8

14-01-01-01-11/0123300000/0505

15-02-08-01-01/0110250000/0505

宮永岳彦記念美術館施設改修事業債

宮永作品記念物品売却代

新しい地方経済・生活環境創生交付金（交付率１／２）

 連結区分３  

事業区分３見直して実施

35221-04-03-02-45/0123300000/0505

700

1,696,118 1,125,822

非主要

-548,512

1,132,686 -548,512

36,325

21,196 45,686 36,325

1,146,365

1,146,365

1,146,365

1,132,686

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業

15,129

15,129

一般会計

政策的経費事業  

265,639

16,064 45,686

文化活動推進費

０１０２０１１２

宮永岳彦記念美術館管理運営費

宮永岳彦記念美術館管理運営費

1,125,82201

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業 対象新規継続 評価対象 継続

19,811
0 13,600 1,189 21,176

315
356

0



　　・令和5年度　美術館ワクワク探検、企画展「優美な世界」、ギャラリーコンサート

　　来館者から新たなミュージアムグッズの要望が寄せられており、集客増のための有効な手段として、引き続き美術館の魅力
　を高める新グッズの製作・提供に取り組む。

款

目

060

02

001

　通して新たな鑑賞者を誘引することに努めた。引き続き集客に努め、優れた芸術作品を広く鑑賞する機会を提供していく。

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３宮永岳彦記念美術館管理運営費

文化振興課

12

所属

013

宮永岳彦記念美術館管理運営費事業２

（2） 効果・目標値
　　　　・効　　果 より多くの市民が宮永作品に触れ、芸術鑑賞ができるようにするとともに、市民の自主的な創作活動の
　　　　　　　　　発表の機会をつくる。
　　　　・目 標 値　宮永岳彦記念美術館及びはだの浮世絵ギャラリーの来場者数28,500人（令和7年度）

　　　　　　　　　振興を図る。
　　　　・ＳＤＧｓ　４　質の高い教育をみんなに

４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]
　　多面的な表現者として多彩に活躍した宮永岳彦の作品を通じて、その人物像に迫った展示を行ったほか、自主事業の実施を

　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）：　　　　21,196千円（　　）
　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：　　　　36,325千円（　　）
　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　　　　　　千円（　　）

　　・令和6年度　美術館ワクワク探検、企画展「宮永岳彦　何者？」、企画展「衣装でみる宮永岳彦　～伝統と流行～」、
　　　　　　 　ギャラリーコンサート

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]

　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　　　　16,064千円（　　）

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　秦野市立宮永岳彦記念美術館条例
　　　　・計　　画　秦野市総合計画

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：

　　　　・内　　容　宮永岳彦記念美術館の適切な管理運営を行うとともに、宮永作品のさらなる周知を図り、優れた芸術作品
　　　　　　　　　の鑑賞や創作を体験できる自主事業を推進する。
　　　　・目　　的　宮永岳彦記念美術館運営による文化芸術作品の鑑賞、市民の創作活動の展示発表の場の提供を通じて文化

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]　
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標

-29-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01

事業１



款

目

060

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３宮永岳彦記念美術館管理運営費

文化振興課

12

所属

事業２

（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組

　　　該当なし     

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
　　宮永画伯及び美術館の魅力を引き出すための魅力ある企画展及び自主事業に取り組む。

（1） 増減理由
　　　照明設備更新工事の実施による増額

　　　該当なし
（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）
　　　該当なし

（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）

（3） 自然災害対策への取組

８　その他
（1） 市制施行70周年を契機とした取組
　　　該当なし　

　　　　・予算計上額（うち一般財源）　15,200千円（1,600千円）
　　　　・内　容　照明設備更新工事（照明のLED化）

事業１

　　引き続き、宮永画伯の魅力を引き出すような展示を行うとともに、自主事業の開催などにより新たな来館者の誘引に努める。

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]

　　また、寄附を受けた名古木の土地内の樹木について、竹やぶや大木化した樹木があるため、計画的な伐採・整備に取り組む
　必要がある。

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]

013

宮永岳彦記念美術館管理運営費
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当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01



（単位：千円）

-37-

令和 7年 2月12日

計

60 81 81 21
0 1,478 0 0

173
47
0

節　　　　　名
報酬                            
共済費                           
報償費                           

12

旅費                            
需用費                           
役務費                           
委託料                           

01
04
07
08
10
11

節

0
0 3 4 3

1,389 223
-1

0

 10

0 0 246 0

406

歳入科目款-細々節/所属/編成区分

21-04-03-02-44/0123300000/0505 10
浮世絵作品記念物品売却代

名　　　　　　　称
充 当 額

99.4

査定額 増減額

0
1,660

24
100.0

構成比(%)

0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

83.7
0.0

11.2

0.0

0.0
24

0.6

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源

２－３－１

地方債 使用料・手数料
計

12

総務費

総務管理費 276,447

1,110,281

013 265,639 1,681,198 1,110,281

1,681,198

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

事業性質区分 主体区分  対象外重点ヒアリング 連結区分１

令和 ７年度 当 初 予 算

070

001

1,636

1,405

02

01

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
0本年度予算額

増減額
構成比(%)

0

0 0

0.0 0.0
0

12 1 0 0

国庫支出金 県支出金

1,053 1,166

0.0
0

1,389

203 187 -219
0.2

1,636

4.9
0.0

 連結区分３  

事業区分３

1,696,118 1,125,822

非主要

-548,512

1,132,686 -548,512

1,660

1,636 3,401 1,660

1,146,365

1,146,365

1,146,365

1,132,686

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業

24

24

一般会計

政策的経費事業  

265,639

1,405 3,401

文化活動推進費

０１０２０１１２

はだの浮世絵ギャラリー運営費

はだの浮世絵ギャラリー運営費

1,125,82201

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象 継続

1,626
0 0 0 1,650

10
10

0



４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]
（1） 増減理由

款

目

070

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３はだの浮世絵ギャラリー運営費

文化振興課

12

所属

013

はだの浮世絵ギャラリー運営費事業２

　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　 1,405千円（　　）

　　　　・目 標 値　宮永岳彦記念美術館及びはだの浮世絵ギャラリー来場者数28,500人（令和7年度）

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　該当なし

　　　　・ＳＤＧｓ　４　質の高い教育をみんなに

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]
　　約2か月おきに企画展示を更新するとともにギャラリートーク等を開催し、多くの集客や作品紹介に努める。

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
　　・令和5年度　企画展示（6回）、ギャラリートーク（6回）、ホームページでの浮世絵作品紹介
　　・令和6年度　企画展示（6回）、ギャラリートーク（6回）、ホームページでの浮世絵作品紹介

　　浮世絵に関する専門的知識・技術を持った職員による企画展示やギャラリートークなどにより、質の高い
　展示運営を行うことができた。

（2） 効果・目標値
　　　　・効　　果　より多くの市民が浮世絵を鑑賞できるようにし、日本の伝統文化への理解を深める。

　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　　　千円（　　）

　　　　・計　　画　秦野市総合計画

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：

　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）： 　1,636千円（　　）
　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：　 1,660千円（　　）

　　　　・内　　容　はだの浮世絵ギャラリーの定期的な企画展示、浮世絵の解説、広報等のギャラリー
　　　　　　　　　運営を行う。
　　　　・目　　的　市の貴重な文化芸術資源である浮世絵を広く市民が鑑賞できる機会を提供する。

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]　
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標
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当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01

事業１



款

目

070

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３はだの浮世絵ギャラリー運営費

文化振興課

12

所属

事業２

　　　該当なし
（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組
　　　該当なし
（3） 自然災害対策への取組

　　より多くの見学者に足を運んでもらえるようマスメディア等を活用し広報・PRに取り組む。

８　その他
（1） 市制施行70周年を契機とした取組

　　　該当なし
（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）
　　　該当なし

事業１

    　

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]

　　　・昇給に伴う会計年度任用職員の報酬の増額

（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）
　　　会計年度任用職員月額報酬：R6年度　92,983円、R7年度　110,781円

013

はだの浮世絵ギャラリー運営費
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当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01



（単位：千円）
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令和 7年 2月12日

計

2,000 2,000 0894

節　　　　　名
報償費                           
旅費                            
需用費                           
委託料                           
負担金、補助及び交付金                   

07
08
10
12
18

節

0
5 11 11 11

125 0
0

0

 2,000

3 11 12 11

2,000

歳入科目款-細々節/所属/編成区分

19-01-01-04-01/0123300000/0505 2,000
文化振興基金繰入金

名　　　　　　　称
充 当 額

2,147
0

100.0

構成比(%)

0
93.2 6.8

査定額 増減額

00 0 0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

5.8
0.0

93.2

0.5

0.0

区　　分
その他

一般財源

２－３－１

地方債 使用料・手数料
計

265,639 1,681,198 1,110,281

1,681,198

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

02

01

12

総務費

総務管理費 276,447

 対象重点ヒアリング 連結区分１

1,120

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的

増減額

令和 ７年度 当 初 予 算

080

001

2,147

事業性質区分 主体区分

0.0

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
0本年度予算額

国庫支出金 県支出金

218 125

0.0構成比(%)
0

0 0

0.0

188
0 0 12 0

0.5

事業区分３

2,147

1,696,118 1,125,822

 

-548,512

1,132,686 -548,512

2,147

-549,753

1,110,281

0

1,146,365

1,146,365

1,146,365

0

 連結区分３  

1,132,686

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業2,147

 

265,639

1,120 2,223

文化活動推進費

０１０２０１１２

文化振興基金活用事業費

文化振興基金活用事業費 2,147 2,223

前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

一般会計

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447 1,125,82201

前年当初額 要求額

  

款

項

目

事業１

政策的経費事業

013

2,000
0

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象

147
0 0 0 147

2,000



　　　　　　　　 文化振興基金活用懇話会の助言を受け、7件の助成決定を行った（うち1件は助成辞退）。

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]

款

目

080

02

001

　に向けて、制度の見直しを図っていく。

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３文化振興基金活用事業費

文化振興課

12

所属

013

文化振興基金活用事業費事業２

　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　　1,120千円（　　）

　　　　・目 標 値　該当なし

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　該当なし

（2） 効果・目標値

　れるよう、さらなる周知を図る必要がある。
　　制度開始から6年が経過し、文化芸術団体のニーズや課題が多様化する中で、文化芸術活動のさらなる発展

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
　　・令和5年度  文化振興基金活用事業助成の公募を行い、8件の申請があった。
　　　　　　　　 文化振興基金活用懇話会の助言を受け、6件の助成決定を行った（うち1件は助成辞退）。

４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]
　　文化振興基金活用事業助成制度について、より多くの市民が文化芸術に接し、幅広い文化芸術活動が展開さ

　　・令和6年度  文化振興基金活用事業助成の公募を行い、7件の申請があった。

　　　　・効　　果　文化振興基金を活用し文化芸術活動に助成をすることで、より多くの市民が文化芸術に接することとな
　　　　　　　　　り、質の高い文化芸術活動の展開が期待できる。

　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　　　 千円（　　）

　　　　・計　　画　秦野市生涯学習推進計画

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：

　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）：　　2,147千円（　　）
　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：　　2,147千円（　　）

　　　　・内　　容　文化振興基金を活用し、市民等への文化芸術活動に助成を行う。
　　　　・目　　的　市民の文化芸術活動の振興
　　　　・ＳＤＧｓ　17　パートナーシップで目標を達成しよう

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]　
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標

-44-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01

事業１



款

目

080

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３文化振興基金活用事業費

文化振興課

12

所属

事業２

　　　該当なし

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
　　本市の文化振興を図るため、文化振興基金活用事業助成制度についての広報活動を充実させ、より地域貢献性や創造性の
　ある事業への助成を行う。

（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）
　　　該当なし

　　　該当なし

     

（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）

８　その他
（1） 市制施行70周年を契機とした取組
　　　該当なし
（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組

（3） 自然災害対策への取組
　　　該当なし

事業１

（1） 増減理由
　　　増減なし

　　文化振興基金活用事業助成制度の広報、公募、決定、交付
　　文化振興基金の新たな体制への移行
　　
６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]

013

文化振興基金活用事業費

-45-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01



（単位：千円）
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令和 7年 2月12日

計

節　　　　　名
積立金                           24

節
180 -11

 180

文化活動推進費寄附金

歳入科目款-細々節/所属/編成区分

17-01-02-01-05/0123300000/0505 48
文化振興基金利子収入

名　　　　　　　称
充 当 額

0.0

査定額 増減額

-11
180
-11

100.0

構成比(%)

0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

100.0

0.0
0

100.0

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源
地方債 使用料・手数料

計

12

総務費

総務管理費 276,447

1,110,281

013 265,639 1,681,198 1,110,281

1,681,198

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

事業性質区分 主体区分   重点ヒアリング 連結区分１

令和 ７年度 当 初 予 算

090

001

191

65

02

01

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
0本年度予算額

増減額
構成比(%)

0

0 0

0.0 0.0
0

国庫支出金 県支出金

65 191

0.0
0

180

191
18-01-02-01-02/0123300000/0505

 連結区分３  

事業区分３

132

1,696,118 1,125,822

非主要

-548,512

1,132,686 -548,512

180

191 180 180

1,146,365

1,146,365

1,146,365

1,132,686

単独

臨時経費

補単区分

臨経区分

主要事業

-11

-11

一般会計

政策的経費事業  

265,639

65 180

文化活動推進費

０１０２０１１２

文化振興基金積立金

文化振興基金積立金

1,125,82201

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象  

0
0 0 0 0

191
180

0



４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]
（1） 増減理由

款

目

090

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３文化振興基金積立金

文化振興課

12

所属

013

文化振興基金積立金事業２

　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　　 65千円（　　）

　　　　・目 標 値　該当なし

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　秦野市文化振興基金の設置、管理及び処分に関する条例

　　　　　　　　　　17　パートナーシップで目標を達成しよう

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]
　　より多くの寄附がなされるよう、継続して広報活動に取り組む。

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
　　・令和5年度　文化振興基金の利子と文化活動推進寄附金の積立
　　・令和6年度　文化振興基金の利子と文化活動推進寄附金の積立

　　文化振興基金の周知のため、基金活用事業助成制度と合わせてチラシやポスターにより広報活動を行っているが、今後の
　さらなる周知方法の検討が必要

（2） 効果・目標値
　　　　・効　　果　市民と一体となって文化芸術活動を推進するための安定的な財政基盤を築く。

　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　　 千円（　　）

　　　　・計　　画　該当なし

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：

　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）：　　191千円（　　）
　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：　　180千円（　　）

　　　　・内　　容　文化振興基金への積立てを行う。
　　　　・目　　的　市民の個性豊かな創造性に富んだ文化活動を推進するための安定的な財政基盤を市民と一体となって築く。
　　　　・ＳＤＧｓ　11　住み続けられるまちづくりを

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標

-49-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01

事業１



款

目

090

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３文化振興基金積立金

文化振興課

12

所属

事業２

（1） 市制施行70周年を契機とした取組
　　　該当なし
（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組
　　　該当なし

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
　　より多くの寄附がなされるよう、広報活動を継続する。　　

８　その他

（3） 自然災害対策への取組
　　　該当なし
（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）
　　　該当なし

事業１

　　　令和 4年度　311,808円
      令和 5年度　 60,338円

　　　過去５年の寄附実績から積算したため、増額

（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）
      令和 3年度　107,333円

013

文化振興基金積立金

-50-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01



（単位：千円）

-52-

令和 7年 2月12日

計

節　　　　　名
旅費                            
需用費                           

08
10

節
2 -1

0

0

歳入科目款-細々節/所属/編成区分
名　　　　　　　称

充 当 額

11
-1

100.0

構成比(%)

-1
0.0 100.0

査定額 増減額

00 0 0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

18.2
81.8

0.0

区　　分
その他

一般財源
地方債 使用料・手数料

計

265,639 1,681,198 1,110,281

1,681,198

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

02

01

12

総務費

総務管理費 276,447

  重点ヒアリング 連結区分１

8

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的

増減額

令和 ７年度 当 初 予 算

100

001

12

事業性質区分 主体区分

0.0

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
0本年度予算額

国庫支出金 県支出金

1 3

0.0構成比(%)
0

0 0

0.0

2
7 9 9 9

事業区分３

12

1,696,118 1,125,822

非主要

-548,512

1,132,686 -548,512

11

-549,753

1,110,281

-1

1,146,365

1,146,365

1,146,365

-1

 連結区分３  

1,132,686

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業11

 

265,639

8 11

文化活動推進費

０１０２０１１２

文化推進事務費

文化推進事務費 12 11

前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

一般会計

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447 1,125,82201

前年当初額 要求額

  

款

項

目

事業１

政策的経費事業

013

0
0

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象

12
0 0 0 11

0



　　文化芸術活動団体事業の名義後援事務などを通じて、文化芸術活動の支援ができた。

（1） 増減理由
　　　該当なし

款

目

100

02

001

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３文化推進事務費

文化振興課

12

所属

013

文化推進事務費事業２

　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）：　　　12千円（　　）

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　該当なし
　　　　・計　　画　該当なし

（2） 効果・目標値

　　市内文化活動への後援等を通じた支援のほか、文化活動の連携調整を行う。

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
　　・令和5年度　市内文化活動への後援等を通じた支援ほか、文化活動の連携調整。
　　・令和6年度　市内文化活動への後援等を通じた支援ほか、文化活動の連携調整。

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]

４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]

　　　　・効　　果　文化団体の活動が円滑になされるようにする。
　　　　・目 標 値　該当なし

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：
　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　　　 8千円（　　）

　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：　　　11千円（　　）
　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　　  千円（　　）

　　　　・内　　容　行政としての総合的な観点からの市民文化振興の事務を行う。
　　　　・目　　的　文化芸術振興が円滑になされるようにする。
　　　　・ＳＤＧｓ　17　パートナーシップで目標を達成しよう

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]　
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標

-53-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01

事業１



款

目

100

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３文化推進事務費

文化振興課

12

所属

事業２

　　　　該当なし　　
（3） 自然災害対策への取組
　　　　該当なし　
（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）

８　その他
（1） 市制施行70周年を契機とした取組
　　　　該当なし　　
（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組

　　　　該当なし

事業１

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
　　文化芸術活動への支援を行う。

（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）
      該当なし

013

文化推進事務費

-54-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１２

総務費

文化活動推進費

項 01



（単位：千円）

-56-

令和 7年 2月12日

計

節　　　　　名
旅費                            
役務費                           
委託料                           
負担金、補助及び交付金                   

08
11
12
18

節

79
60 74 81 81

4 0
4

7

 300

700 700 1,151 779

歳入科目款-細々節/所属/編成区分

16-02-01-01-10/0123300000/0505 300
地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業費補助金（補助率１／２）

名　　　　　　　称
充 当 額

65.9

査定額 増減額

0
879
90

100.0

構成比(%)

0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

0.5
1.7

88.6

0.0
90

0.0

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源

５－１－３

地方債 使用料・手数料
計

13

総務費

総務管理費 276,447

1,251

014 794 789 1,251

789

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

事業性質区分 主体区分 市 重点ヒアリング 連結区分１

令和 ７年度 当 初 予 算

060

001

789

794

02

01

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
0本年度予算額

増減額
構成比(%)

0

0 300

0.0 34.1
0

32 11 15 15

国庫支出金 県支出金

2 4

0.0
0

4

9.2

789

 連結区分３  

自ら工夫改善事業区分３

1,696,118 1,125,822

非主要

90

879 90

879

789 1,251 879

1,146,365

1,146,365

1,146,365

879

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業

90

90

一般会計

義務的経費事業  

794

794 1,251

地域活動推進費

０１０２０１１３

外国籍市民支援事業費

外国籍市民支援事業費

1,125,82201

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象ソフト事業継続

489
300 0 0 579

0
0

0



　　・令和6年度　日本語教室、国際理解講座、かながわ医療通訳派遣システム分担金、外国籍市民ニーズ調査

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]
　　・日本語教室、国際理解講座、国際交流フェスティバルの開催により生活支援と異文化理解を促進する。

款

目

060

02

001

　

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３外国籍市民支援事業費

文化振興課

13

所属

014

外国籍市民支援事業費事業２

２　全体計画[Ｐ]

　　　　・効　果　市民が身近に国際社会を感じ、外国籍市民と共に暮らしやすい地域づくりが図られる。
　　　　・目標値　国際理解事業等の年間参加人数220人（令和7年度）

　　　　　　　　　　10　人や国の不平等をなくそう
　　　　　　　　　　17　パートナーシップで目標を達成しよう

　　・生活習慣や言語の違いなどから、独自のコミュニティ組織を中心に生活している可能性があるので、外国籍市民のコミュ
　　ニティとの交流を図る必要がある。

　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：　   879千円（　　）
　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　　　千円（　　）

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]

４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]
　　・より多くの市民及び外国籍市民が事業に参加できるよう、周知を図る。

　　・令和5年度　日本語教室、国際理解講座、かながわ医療通訳派遣システム分担金

（2） 効果・目標値

　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）：　　 789千円（　　）

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　該当なし
　　　　・計　　画　「秦野市総合計画」、「秦野市生涯学習推進計画」

　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：
　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　　 794千円（　　）

　　　　・内　　容 市民ボランティア団体と連携し、日本語教室や国際理解講座等の支援事業を展開する。
　　　　・目　　的
　　　　・ＳＤＧｓ　４　質の高い教育をみんなに

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]　
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標

-57-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１３

総務費

地域活動推進費

項 01

事業１



款

目

060

02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３外国籍市民支援事業費

文化振興課

13

所属

事業２

（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
　　外国籍市民の数が増加傾向にある中、関係機関やボランティア団体等と協力しながら日常生活面の支援や相談業務、日本語
　学習支援の充実を図る。

　　開等を実施することに伴う増額

（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）
　　　　該当なし

（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）
      該当なし

　　　　該当なし

８　その他
（1） 市制施行70周年を契機とした取組
　　　　該当なし

　　　　該当なし
（3） 自然災害対策への取組

事業１

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]
（1） 増減理由
      国際交流協会が設立40周年を迎えるに当たり、外国籍市民が共生する地域づくりを促進することについて、新たな事業展

　　・今後も増加が見込まれる外国籍市民への細やかな支援等に役立てるため、外国籍市民コミュニティとの交流に努める。
　　・県の市町村支援事業を利用したニーズ調査の結果を基に、外国籍市民が共生する地域づくりを促進するため、これまでの
　　事業の内容見直しや改善を検討する。

014

外国籍市民支援事業費

-58-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１３

総務費

地域活動推進費

項 01



（単位：千円）

-61-

令和 7年 2月12日

計

579 336 336 -243
90 285 285 195

4,846
391
81

節　　　　　名
報償費                           
旅費                            
需用費                           

18

役務費                           
委託料                           
使用料及び賃借料                      
負担金、補助及び交付金                   

07
08
10
11
12
13

節

400
11 44 46 44

247 30
148

0

0

412 517 1,090 917

9,926

歳入科目款-細々節/所属/編成区分
名　　　　　　　称

充 当 額

100.0

査定額 増減額

0
11,312
-1,305
100.0

構成比(%)

0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

2.2
12.3

71.5

8.1

0.0
-1,305

0.0

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源

２－３－３

地方債 使用料・手数料
計

17

総務費

総務管理費 276,447

14,290

019 10,015 14,131 14,290

14,131

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

事業性質区分 主体区分 市 重点ヒアリング 連結区分１

令和 ７年度 当 初 予 算

010

001

12,617

7,364

02

01

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
0本年度予算額

増減額
構成比(%)

0

0 0

0.0 0.0
0

1,446 1,244 1,446 1,392

国庫支出金 県支出金

176 217

0.0
0

372

9,015 8,091 -1,835
0.4

12,617

3.0
2.5

 連結区分３  

自ら工夫改善事業区分３現状で実施

1,696,118 1,125,822

非主要

-1,331

12,800 -1,331

11,312

12,617 12,590 11,312

1,146,365

1,146,365

1,146,365

12,800

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業

-1,305

-1,305

一般会計

政策的経費事業  

10,015

7,364 12,590

諸費

０１０２０１１８

都市交流事業費

都市交流事業費

1,125,82201

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象ソフト事業継続

12,617
0 0 0 11,312

0
0

0



　　　　　　　　　 ・国際交流事業については、関係団体等の意見を踏まえ、多くの市民が参加できる事業を展開するよう努め

　　　　　　　　　　 た。
　　　 　 

款

目

010

02

001

　　　　　　　　　 ・国際交流事業については関係団体等の意見を踏まえ、多くの市民が参加できる事業を展開するよう努め

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３都市交流事業費

文化振興課

17

所属

019

都市交流事業費事業２

　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　7,364千円（　　）

　　　　・目標値　国際交流事業の年間参加者数410人以上（令和7年度）

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　該当なし

　　　　　　　　　　17　パートナーシップで目標を達成しよう

　　　　　　　　　　 訪問）等）
　　　　　　　　　 ・諏訪市との交流支援の実施（交流支援補助金の交付）

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
　　　・令和5年度　・パサデナ市との交流事業の実施（青少年訪問団の派遣、青少年オンライン交流等）
　　　　　　　　　 ・坡州市との交流事業の実施（坡州市代表団受入、秦野市代表団派遣等）

　　　　　　　　　　 た。
　　　・令和6年度　・パサデナ市との交流事業の実施（姉妹都市提携60周年記念事業、青少年オンライン交流等）
　　　　　　　　　 ・坡州市との交流事業の実施（青少年相互交流事業、秦野市少年サッカー交流（訪問）、市民親善訪問団（

　　　　　　　　　 ・諏訪市との交流支援の実施（交流支援補助金の交付）

（2） 効果・目標値
　　　　・効　果　国際性豊かな市民意識の醸成と、平和意識の高揚が図られる。

　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　　　 千円（　　）

　　　　・計　　画　「秦野市総合計画」、「秦野市生涯学習推進計画」

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：

　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）： 12,617千円（　　）
　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）： 11,312千円（　　）

　　　　・内　　容　市民友好団体と協働し、姉妹・友好都市との市民間の交流機会の拡大に努める。
　　　　・目　　的　市民の国際理解と平和意識を高める。
　　　　・ＳＤＧｓ　16　平和と公正をすべての人に

事業の概要

１　事業概要[Ｐ]　
（1） 内容・目的・ＳＤＧｓの該当目標

-62-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１８

総務費

諸費

項 01

事業１



（1） 市制施行70周年を契機とした取組

　　　該当なし

款

目

010

02

001

（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３都市交流事業費

文化振興課

17

所属

事業２

（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）

　　・坡州市との交流事業の実施（青少年相互交流事業、サッカー交流事業（来秦）、坡州市長・市民訪問団等歓迎事業等）
　　・諏訪市との交流支援の実施（交流支援補助金の交付）
　　・国際交流事業については、関係団体等の意見を踏まえ、多くの市民が参加できる事業を展開するよう努める。

　　とから諏訪市交流促進事業補助金を継続する。

（3） 自然災害対策への取組
　　　該当なし　　　　

　　・国際交流は、民間同士の草の根交流を基本として、市民・友好協会等各団体と協力して進める。
　　・青少年交流については、引き続き教育委員会と協力し、次代を担う青少年の異文化交流、国際感覚の醸成を図る。
　　・行政においても、相互交流を通して、市民の交流を先導する。

　　　該当なし　　　
（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組
　　　該当なし

８　その他

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]
　　・パサデナ市との交流事業の実施（青少年派遣事業、オンライン交流会等）

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]
（1） 増減理由
　　　パサデナ市60周年記念事業終了に伴う減額。
　　　坡州市友好都市提携20周年に向けた記念交流事業の実施に伴う増額。

      該当なし

事業１

    ・坡州市との交流事業については、相互訪問・交流事業を実施することができた。
　　・国内姉妹都市交流では、直近交付団体からの聞き取りで、事業継続意思があること、諏訪市訪問に係る経費の値上げによる
　　団体負担が増加していることが分かった。有事の際の支援など、姉妹都市との交流を続けることで得られるメリットも多いこ

４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]
　　・民間団体主体の自主的な交流の促進を図る。
　　・パサデナ市とは姉妹都市提携60周年を記念して、パサデナ市民・青少年演奏団が来秦し、記念演奏会を開催するなど交流を
　　深めた。青少年交流の促進を図るため、隔年事業として青少年をパサデナ市に派遣する。

019

都市交流事業費

-63-

当 初 予 算

総務管理費

０１０２０１１８

総務費

諸費

項 01



（単位：千円）

-68-

令和 7年 2月12日

計

60

節　　　　　名
旅費                            
需用費                           
役務費                           
委託料                           
負担金、補助及び交付金                   

08
10
11
12
18

節

4
899 982 1,123 1,038

133 2
-88

56

0

19 25 40 29

60

歳入科目款-細々節/所属/編成区分
名　　　　　　　称

充 当 額

100.0

査定額 増減額

0
1,488

-26
100.0

構成比(%)

0

特
　
定
　
財
　
源
　
の
　
内
　
訳

8.9
15.3

4.0

2.0

0.0
-26

0.0

事業区分１

特　　定　　財　　源
財　　　　源　　　　内　　　　訳

区　　分
その他

一般財源

２－３－３

地方債 使用料・手数料
計

17

総務費

総務管理費 276,447

14,290

019 10,015 14,131 14,290

14,131

現段階出力段階

-549,753

-549,753 目
的-549,753

10 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

05 総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

事業性質区分 主体区分 市 重点ヒアリング 連結区分１

令和 ７年度 当 初 予 算

020

001

1,514

1,260

02

01

歳出予算要求書

前年度予算額

前々年度決算額 前年当初額 要求額

0
0本年度予算額

増減額
構成比(%)

0

0 0

0.0 0.0
0

156 316 344 228

国庫支出金 県支出金

126 131

0.0
0

133

60 60 0
69.8

1,514

 連結区分３  

自ら工夫改善事業区分３現状で実施

1,696,118 1,125,822

 

-1,331

12,800 -1,331

1,488

1,514 1,700 1,488

1,146,365

1,146,365

1,146,365

12,800

単独

経常経費

補単区分

臨経区分

主要事業

-26

-26

一般会計

義務的経費事業  

10,015

1,260 1,700

諸費

０１０２０１１８

平和推進事業費

平和推進事業費

1,125,82201

前年当初額 要求額前々年度決算額

1,125,822276,447

1,696,118

1,696,118

文化振興課

款

項

目

事業１

査定額 増減額0123300000

会計

所属

276,447

事業２

事業３

連結区分２

事業区分２ハード事業  新規継続 評価対象ソフト事業継続

1,514
0 0 0 1,488

0
0

0



　　　市民と協働した平和を考えるフォーラム

      親子ひろしま訪問団

款

目

020

02

001

　　　市民と協働した平和を考えるフォーラム

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３平和推進事業費

文化振興課

17

所属

019

平和推進事業費事業２

　　　・令和5年度決算　　事業費（進捗率）：　 1,260千円（　　）

　　　　・目 標 値　平和啓発事業参加者数2,640人（令和7年度）

（3） 根拠法令・計画等
　　　　・根拠法令　該当なし

　　　　　　　　　　17　パートナーシップで目標を達成しよう

　　　平和の日事業（ピースキャンドルナイトなど） 
　　　平和の灯モニュメントの維持管理

３　令和5年度・令和6年度の取組内容[Ｄ]
　　・令和5年度 
　　　平和の日事業（ピースキャンドルナイトなど） 

      親子ひろしま訪問団
    ・令和6年度
　　　ウクライナの子 日本の子 友達絵画展を実施

　　　平和の灯モニュメントの維持管理

（2） 効果・目標値
　　　　・効　　果　平和意識の高揚が図られる。

　　　・令和8年度以降　　事業費（進捗率）：　 　　 千円（　　）

　　　　・計　　画　「秦野市総合計画」、「秦野市生涯学習推進計画」

２　全体計画[Ｐ]
　　　・全体計画　　　　　　　　 事業費　：

　　　・令和6年度予算 　 事業費（進捗率）：　 1,514千円（　　）
　　　・令和7年度予算　  事業費（進捗率）：　 1,488千円（　　）

　　　　・内　　容　市民と協働して平和啓発事業を推進するとともに、市民の主体的な平和学習等を促進する。
　　　　・目　　的　平和都市宣言及び平和の日の趣旨を広め、市民の平和意識を高める。
　　　　・ＳＤＧｓ　16　平和と公正をすべての人に
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事業１



　　　　該当なし

款

目
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02

001

令和 7年 2月12日

会計 01 一般会計

歳出予算要求書令和 ７年度

0123300000

事業３平和推進事業費

文化振興課

17

所属

事業２

８　その他

　　　戦後80年平和関連事業に伴う増額。
（2） 根拠（定量データ（過去3か年程度の実績（申請（交付）件数））等）
　　　該当なし
     

  する。また、引き続きピースキャンドルナイトの持続可能な開催方法を検討していく。

（2） 「デジタル化」又は「ゼロカーボンシティ」に資する取組
　　　　該当なし　
（3） 自然災害対策への取組
　　　　該当なし
（4） 行財政改革の取組（歳入確保・歳出削減）

６　要求額の増減理由・根拠[Ａ]
（1） 増減理由

　　　　・内　容　市制施行70周年と合わせて戦後80年平和関連事業を実施する。

７　今後の取組方針（事業の必要性、方向性・改善方法）[Ａ]
　　・市民の平和意識のより広い普及啓発を図るため、広報の方法等を工夫していく。
　　・親子ひろしま訪問団事業については、訪問先での学習等の内容を踏まえ、実施の効果が十分に得られる内容とする。

（1） 市制施行70周年を契機とした取組
　　　　・予算計上額（うち一般財源）　490千円（490千円）

事業１

５　令和7年度の主な取組（課題解決への取組等）[Ａ]
　　平和を希求する自治体として、引き続き市民へ平和意識を啓発していくため、被爆地広島への訪問事業や平和の日事業を実施
　していく。戦後８０年を迎えるに当たり、戦争や被爆の体験を風化させることなく後世に継承するため、体験講話会などを開催

４　事業の自己評価（効果、目標値に対する検証・課題・問題点等）[Ｃ]
　　親子ひろしま訪問団では団員が通う学校に被爆アオギリ二世の植樹を行い、その際に団員が訪問団や被爆アオギリ二世につい
  て話をすることで原爆や戦争の悲惨さ、命の尊さをより多くの秦野市の児童生徒に伝えることができた。
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